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1.はじめに 方形導波管内にある無限に薄い誘導性窓の

基本モー ドに対するリアクタンスを固有モー ド対応多線条

伝送線路と誘導性窓での境界条件を離散点での境界条件に

置換することにより求めた｡具体的には､窓寸法及び周波

数をパラメータとして基本モー ド入射振幅に対する高次
モー ドも含めた反射振幅より計算 した｡さらに､従来導出

されているラプラスの解及び変分法の解【日と比較 した｡

旦_虐整合卦 対称性を利用した解析【2j 図1の回路構造は､
両側に無限個のモー ド対応伝送線路が等価回路として存在
し､不連続部でこれらの回路がお互いに結合している｡無

限個をⅣ個の伝送線路で近似し､Ⅳ個の離散点での点整合

法により､電圧散乱行列に関する2Ⅳ×2Ⅳ結合正方行列が

得られる｡今回は図1の2開口不連続問題に構造対称性が
あるのを利用 して図2に示すように1開口不連続問題に変

換し､取り扱 うべき行列のサイズを半分とした｡
3 基本モー ドに対する実効リアクタンスの計算 図2の

偶励振 1開口不連続問題で基本モー ドに対する反射係数Rel
を点整合法により求め､この結果を式(1)に代入し､図3(ち)

に示す基本モー ドに対する実効 リアクタンスXgをN-299
として求めた06-C/Wをパラメータとして実効リアクタン
スの周波数特性 (正規化周波数F=0-2)を図4に示すOま

た､ラプラスの解(2)と変分法の解rll(3)も同時に計算し図4

に示したOなお､本計算では､媒質は空気､d/W=0･5とした｡
4 結び 固有モー ド展開 ･点整合法に基づいて基本モー

ドに対する実効リアクタンスを計算し､従来の計算式と比

較したO本計算結果は､変分法による解とよく一致してい
る｡今後､他の数値計算手法に基づく計算結果と比較する

と共に､複素インピーダンスとなるF>2の周波数範囲､及

び金属窓が有厚の場合も検討していく予定である｡
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図4 基本モードにおける誘導性窓の等価リアクタンスXedの周波数特性 (d/W-0･5,C--C/W)
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